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理事会議案及び内容について
７月 14 日　定例理事会 議案及び内容について

議案第１号　令和４年度　仮決算棚卸監査計画（案）について

議案第２号　令和４年度　仮決算監事監査計画（案）について

議案第３号　共同利用乾燥施設利用規程の改正について

　【報告事項】

・不祥事再発防止策の改善状況を踏まえた今後の対応について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　全議案が可決、承認されました。

７月 14 日　定例理事会 議案及び内容について

議案第１号　民法改正に伴う就業規則の一部変更について

議案第２号　コンプライアンス・マニュアルの一部変更について

議案第３号　職制規程の一部変更について

議案第４号　綾中央地区施設利用組合管理運営規程及び綾中央地区施設利用組合規約の廃止について

議案第５号　育苗センター利用料金（苗価格）の改定について

〇燃油価格及び人件費等の生産費上昇の為、令和４年度抑制胡瓜注文分より全作型において一律５円増と

なります。

議案第６号　令和４年産　早期米仮渡金（案）について

議案第７号　農機利用規程の一部改正について

議案第８号　貯金事務取扱手数料徴収要領の一部改正について

〇 2022 年 11 月より手形・小切手の電子化に伴い、電子交換所が設立されますので、電子交換に関する手

数料の新設を行いました。

議案第９号　議案第９号　貸出要項の一部変更について（新型コロナウイルス対策資金）

〇新型コロナウイルス対策資金の貸付対象者に、ウクライナ情勢に伴う原油価格・物価高騰等により資金

繰りに著しい支障を来している又は来すおそれのある組合員・農業者等が追加されました。

　【報告事項】

・再発防止策（兼整備計画）取組状況報告書について（６月分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　全議案が可決、承認されました。

綾町の交通安全強化に向け横断旗寄贈！

　ＪＡ綾町は８月５日（金）に地域活性化活動の一環として、交通

安全運動の際に使用される横断旗 30 本を交通安全協会綾支部に寄

贈しました。

　当日は、ＪＡ綾町の坂元芳郎組合長より同支部の支部長松浦正明

様へ贈呈式が執り行われました。支部長松浦さんは、「各公民館へ

配布を行い、事故が１件でもなくなるように活動していく」と御礼

の言葉と抱負を述べられました。

　また、坂元組合長は「綾町の安心安全な町づくりのため、この横

断旗を活用していただきたい」と話しました。



すくらむ 9月号 .NO.304

—2—

令和３年度　綾町野菜振興協議会表彰式の開催
　綾町野菜振興協議会（野振協）の表彰式が８月９日に開催されました。例年野菜生産者大会にて行っ

ていますが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により今年度も大会中止の判断となったため、

表彰式のみ執り行いました。また、コロナ禍という状況下での開催でしたので全員の出席はかなわず、

少ない人数での開催となりました。

　令和３年度産胡瓜の生産環境は、厳寒期の冷え込みや

燃油価格の高騰、例年にない販売価格の安値推移などと

ても厳しい状況でしたが、環境制御技術等による栽培の

技術革新が進み、全体的な反当収量をみますと昨年を上

回る結果となりました。

　次年度につきましては、今年度実績を更に上回る結果

となりますよう、皆様の御尽力の程、よろしくお願いい

たします。

　本年度の表彰者につきましては以下の通りです。受賞

者の皆様におかれましては、誠におめでとうございます。

○綾町農業協同組合長賞

最優秀賞　　相星　勝弘　 様

優秀賞　　　田上　友喜　 様

　　　　　　日高　政行　 様

優良組織賞　中堂支部

○綾町野菜振興協議会長賞

努力賞　　　阪元　和恵　 様

　　　　　　宮本　庄吾　 様

　　　　　　岩元　和人　 様

　　　　　　中原世志男　 様

　　　　　　宇都　忠紀　 様

○特別賞

綾町長賞　　相星　勝弘　 様

宮崎県経済農業協同組合連合会長賞

　　　　　　田上　友喜　 様

　　　　　　日高　政行　 様

宮崎県農業共済組合長賞

　　　　　　中堂支部
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令和３年度　農業経営管理コンクール
　本コンクールは、昭和六十年に宮崎県農業青色申告協議会主催で、経営安定の確立と生活向上のため、
経営者組織協議会（農業青色申告会）会員が具体的にどのように取り組んだか、その事例を広く紹介す
るとともに、正しい経営管理の知識と経営者としての意識の向上を目的に行っております。
　ＪＡ綾町農業経営者組織協議会会長の推薦のもと、胡瓜生産者の田上友喜ご夫妻にご出展いただきま
した。見事、優秀賞を受賞されました。おめでとうございます。
　改めて出展に対し、お礼申し上げます。

デ
ー
タ
活
用
で

　
　

新
し
い
農
業
経
営
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
綾
町
農
業
経
営
者
組
織
協
議
会

田
上
友
喜
・
登
喜
子

一.

経
営
の
推
移

私
は
高
校
卒
業
後
、
大
学
へ
進
学
し
生

命
科
学
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
大
学
院

へ
進
み
２
年
間
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
や

環
境
制
御
等
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
知
識

を
経
営
者
と
し
て
活
か
し
た
く
、
平
成
21

年
に
25
歳
で
綾
町
へ
帰
郷
し
就
農
し
ま
し

た
。
実
家
が
施
設
胡
瓜
栽
培
を
行
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
父
の
ハ
ウ
ス
12
ａ
を
譲

り
受
け
施
設
胡
瓜
の
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。
２
年
後
、
新
た
に
12
ａ
の
空
き
ハ
ウ

ス
を
借
入
れ
、
経
営
の
規
模
拡
大
を
図
り

ま
し
た
。
平
成
25
年
に
は
23
ａ
の
空
き
ハ

ウ
ス
が
見
つ
か
っ
た
た
め
施
設
胡
瓜
の
経

営
を
こ
ち
ら
に
移
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
29
年
に
父
が
病
気
を
患
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
父
の
経
営
す
る
ハ
ウ
ス
の
半
分
で

あ
る
25
ａ
を
譲
り
受
け
、
計
48
ａ
で
現
在

パ
ー
ト
従
業
員
７
名
、
研
修
生
１
名
の
雇

用
を
行
い
な
が
ら
施
設
胡
瓜
の
栽
培
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
維
持
の
た

め
夏
場
は
雨
除
け
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
胡
瓜

の
作
付
け
を
行
う
こ
と
で
周
年
雇
用
体
制

と
出
荷
体
制
を
実
現
さ
せ
所
得
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

二.

家
族
と
の
作
業
分
担

現
在
７
名
の
パ
ー
ト
従
業
員
と
、
農
の

雇
用
制
度
を
活
用
し
１
名
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
栽
培
管
理
作
業
の

指
示
及
び
従
業
員
の
労
務
管
理
全
般
に
つ

き
ま
し
て
は
、
私
が
一
括
に
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。
妻
に
は
、
家
計
管
理
の
他
に
栽

培
管
理
に
お
い
て
は
、
管
理
作
業
の
進
捗

状
況
の
確
認
及
び
一
部
作
業
指
示
、
労
務

管
理
で
は
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
出
勤
簿
の

管
理
等
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
圃
場
が
２
か
所
に
分
か
れ
て
お

り
距
離
が
あ
る
た
め
、
互
い
の
ハ
ウ
ス
に

私
と
妻
が
分
か
れ
適
宜
連
絡
を
取
り
合
い

日
々
の
作
業
状
況
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

三.

農
業
経
営
改
善
の
取
り
組
み
状
況

⑴
日
々
の
記
帳
・
記
録
の
状
況

①
農
業
経
営
面

日
毎
の
作
業
に
つ
い
て
は
ハ
ウ
ス
に
設

置
し
て
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
私
が
記

入
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
へ
作
業
内
容
の

他
に
、
注
意
点
や
連
絡
事
項
も
記
入
す
る

こ
と
で
従
業
員
全
員
が
目
を
通
せ
る
よ
う

に
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
記
録
面
で
は
栽

培
管
理
記
録
簿
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、

施
肥
量
・
使
用
農
薬
を
含
む
肥
培
管
理
を

日
々
入
力
す
る
こ
と
で
振
り
返
り
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

デ
ー
タ
は
Ｊ
Ａ
へ
毎
月
提
出
し
て
お
り
ま

す
。

②
生
活
経
営
面

私
が
現
金
出
納
帳
を
記
帳
し
て
お
り
ま

す
。
家
計
費
に
つ
い
て
妻
が
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
専
従
者
給
与
の
範
囲
で
生
活
す

る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

⑵
経
営
改
善
の
た
め
の
分
析
・
診
断
状
況

①
農
業
経
営
面

経
営
者
と
し
て
健
全
経
営
が
で
き
る
よ

う
、
農
業
経
営
面
に
特
化
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ク
ー
ル
を
積
極
的
に
受
講
す
る
な
ど

し
、
知
識
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

②
生
活
経
営
面

家
族
で
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
計
画

的
に
家
計
費
の
支
出
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
年
に
数
回
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
面
談
を
行
い
、
将
来
に
向
け
て
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
り
ま
す
。

⑶
分
析
・
診
断
結
果
の
検
討
と
経
営
改
善
へ

の
活
用
状
況

①
農
業
経
営
面

経
営
に
特
化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー

ル
を
受
講
し
、
得
た
知
識
の
中
で
実
践
で

き
る
も
の
は
即
行
動
に
移
し
て
お
り
ま

す
。

②
生
活
経
営
面

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
面
談
で
、
ど

の
く
ら
い
の
家
計
費
が
か
か
っ
て
く
る
か

具
体
的
な
数
字
の
把
握
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
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③
生
産
技
術
面

土
づ
く
り
を
大
切
に
考
え
て
お
り
、
土

壌
環
境
を
整
え
る
た
め
に
毎
作
土
壌
分
析

を
行
い
、
施
肥
設
計
は
自
分
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
作
付
け
期
間
中
も
土
壌

診
断
の
他
に
、
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
簡

易
土
壌
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

常
に
土
壌
の
状
態
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
測
定
機
器

を
導
入
し
、
環
境
制
御
セ
ミ
ナ
ー
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
の
活

用
方
法
を
熟
知
し
、
そ
の
デ
ー
タ
と
植
物

の
状
態
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で

日
々
の
管
理
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。

四.

組
織
活
動
へ
の
参
加
と
波
及

⑴
組
織
活
動
へ
の
参
加
及
び
波
及

農
協
の
胡
瓜
生
産
部
会
、
青
年
部
、
青

色
申
告
会
に
当
初
よ
り
加
入
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
環
境
制
御
勉
強
会
グ
ル
ー
プ

『
Ａ
Ｕ
Ｐ
会
』
（
エ
ー
ア
ッ
プ
会
）
を
平
成

30
年
に
発
足
し
会
長
を
務
め
て
お
り
会
員

と
日
々
技
術
の
確
立
に
向
け
精
進
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
で
は
消
防
団
に
加

入
し
現
在
は
部
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

妻
は
農
協
の
女
性
部
に
加
入
し
若
手
女

性
の
支
部
で
あ
る
『
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
』

に
所
属
し
て
お
り
、
様
々
な
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
地
域
と
の
交
流

を
深
め
て
お
り
ま
す
。

⑵
系
統
利
用
の
状
況

全
て
系
統
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
生
産

物
に
つ
い
て
主
は
農
協
出
荷
で
す
が
、
Ｂ

品
な
ど
を
有
利
販
売
の
た
め
に
一
部
町
の

直
売
所
で
あ
る
『
綾
・
手
づ
く
り
ほ
ん
も

の
セ
ン
タ
ー
』
や
加
工
所
へ
出
荷
し
て
お

り
ま
す
。

五.

コ
メ
ン
ト

⑴
本
人
の
経
営
目
標

将
来
的
に
は
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
胡
瓜
作
付
面
積
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

目
指
す
経
営
を
行
い
た
く
考
え
て
お
り
ま

す
。
面
積
を
増
や
し
た
際
に
圃
場
を
任
せ

る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
う
た

め
、
感
覚
に
よ
る
栽
培
管
理
で
は
な
く
、

環
境
測
定
装
置
で
具
体
的
な
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
栽
培
管
理
を
目
指
し
、
新
た
な
人

材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
農
業

を
若
い
人
の
集
ま
っ
て
く
る
場
所
に
し
た

い
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
に
つ
い
て
も
、
個
人
の
希

望
に
合
わ
せ
た
時
間
帯
や
作
業
内
容
に
す

る
こ
と
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
リ
タ
イ
ア

し
た
人
で
も
積
極
的
に
雇
用
で
き
る
よ
う

に
し
、
こ
の
よ
う
に
農
業
の
人
員
不
足
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
経
営
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

⑵
技
術
者
の
コ
メ
ン
ト

田
上
氏
は
綾
町
の
若
手
農
業
者
で
結
成

さ
れ
た
環
境
制
御
の
勉
強
会
グ
ル
ー
プ
に

て
会
長
を
務
め
ら
れ
、
若
手
を
引
っ
張
っ

て
い
く
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、
学
ぶ

こ
と
を
惜
し
ま
ず
常
に
向
上
心
を
持
っ
て

胡
瓜
の
生
産
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
環
境
制
御
に
関
す
る
機
器
な
ど
を

積
極
的
に
導
入
し
省
力
化
や
勘
に
頼
ら
な

い
農
業
に
努
め
ら
れ
て
お
り
、
出
荷
量
も

昨
年
度
は
綾
町
管
内
で
３
位
と
い
う
成
績

を
収
め
ら
れ
個
人
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
新
規
就
農
を
目
指
す
研
修
生
を

受
入
れ
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
農
業
の
発
展
に
も

貢
献
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
綾
町
を
引
っ

張
っ
て
行
く
存
在
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。
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　　生産者の皆さん毎日の作業お疲れ様です。9 月の管理については以下の通りです。また、台風シーズンとなります

ので事前対策を十分に行って下さい。

中晩柑の管理

　　１）仕上げ摘果

　　　　　再度、小玉主体に摘果し、Ｌ級以上生産に努めましょう。

　　　　　新梢数が多い樹は、果実の日当たりと防除効率を考慮し、枝抜きを行いましょう。

　　２）かん水

　　　　　土壌が極端に乾燥してしまうと、果実肥大及び減酸に悪影響を及ぼします。乾燥が続く場合は 10 日おきを

目安に、10 ａ当り 20 ｔ程度のかん水を行いましょう。かん水設備が無い園地では土壌水分がある内に敷草等

を行い、乾燥防止に努めましょう。　

　　３）病害虫防除

　　　　　８月中旬～９月上旬は、ミカンハダニ、サビダニ、スリップス、黒点病の重点防除となります。本年はハダ

ニの発生は少ないですが、発生前の予防に重点をおき、散布ムラのないように丁寧に散布して下さい。かいよ

う病防除は、台風襲来前に必ず薬剤散布を実施して下さい。

　その他果樹

　１.マンゴー

　　１）温度管理

　　　　　マンゴーの光合成は昼温 25 ～ 32℃が盛んで、40℃以上で低下します。

　　　　　また、高温になりすぎると新梢の葉ヤケ等も発生しますので、日差しが強い場合は日よけを実施してくださ

い。（通気が悪くならないように注意しましょう）

　　２）病害虫防除

　　　　　８月から９月はカイガラムシの重要防除時期です。この時期に樹の内部まで薬液がかかるよう防除をしっか

りと実施し、発生を抑えましょう。（幼虫が多い時期ですので、脱皮阻害剤（アプロード等）が効果的です）

　２.ライチ

　　１）全般管理

　　　　　新梢発生～伸長期になります。ハマキムシ、ケムシ類（エダシャク等）の発生に十分注意しましょう。また、

ライチの花芽分化は、十分に充実した枝が、秋期の低温遭遇（15℃以下～５℃以上に 45 日以上）することに

より促進されますので、充実後は、ハウスを極力開放し、外気温に近づけましょう。

　　※農薬の使用については、使用基準（適用作物、使用倍数、使用回数、収穫前使用日数等）を守って使用してください。

果樹園の管理

　早期水稲の刈取りも終了しこれからは普通期水稲の刈取りに向け、肥培管理及び病害虫防除に努めて行きましょう。

普通期水稲

　９月に入りますと登熟期となります。水管理は栽培管理の中では重要な作業でありますので、生育時期に応じた管理

を行なって参りましょう。

　出穂後 20 日間は湛水状態を保ち、その後は間断潅水を徹底し根の健全化を図って下さい。また、夜温が高い場合は

生産された同化産物の呼吸による消耗を抑える為に、夕方から早朝にかけての掛け流し潅水も有効です。圃場の土質に

もよりますが、収穫５日前までは湛水状態を保ち、早期落水の防止を徹底しましょう。早期落水は収量が落ちるとともに、

白未熟粒の発生を助長したり、不完全米、屑米、胴割米などが増加し玄米品質の低下に繋がります。

●いもち病

　「穂いもち病」の発生源は「葉いもち病」です。葉いもち病の病斑数が上位葉に多いほど感染リスクは上がります。

出穂から出穂 10 日後くらいまでが最も感染しやすいと言われていますので、防除適期は穂ばらみ期頃となります。感

染してから病斑が目に見えてくるようになるまでに 12 日程度と言われていますので、防除遅れにならないよう葉いも

ち病が少しでも発生している場合は防除の徹底をお願いします。

●稲こうじ病

　この病気は豊作病とも言われてきましたが、実際は罹病粒だけの損害だけではなく、不稔粒が多くなり籾重が減少し

減収に繋がります。前年度に発生が多く見られた圃場は注意して下さい。発生すると抑えきれませんので、出穂 10 ～

20 日前の防除をお願いします。

　また、発生は夏が高温多照で穂ばらみ後期から出穂期にかけて降雨が多く窒素肥料の多施用や遅効きしている場合に

多いので、耕種的な対策を行うことが重要です。

●トビイロウンカ

　穂ばらみ期から出穂期にかけていもち病との同時防除を基幹防除として下さい。株元深くにも生息していますので、

防除を行う際は深水にして防除すると効果的です。密度が多いと１回の防除では抑えきれない上に近隣圃場への飛来も

あります。近接圃場の栽培者との声掛けによる一斉防除も効果的です。

　こまめな圃場観察を行って頂き、病害虫の早期発見・早期防除及び予防防除の徹底を行い、品質向上に努めましょう。

水稲管理について
早期水稲について
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　まだまだ残暑厳しい時期が続きますが、段々と胡瓜の作付けの時期が始まってきます。作業をされる

際は体調管理に十分気を付けていただき、万全の状態で令和４年度の胡瓜作付けを迎えて頂きたく思い

ます。

●露地・雨除け胡瓜について

　暑さによる実の崩れが多く見られますが、二度収穫の徹底や適量潅水に努め少しでもよい状態の実を

つけることができるようにしてください。収穫後の胡瓜につきましては、収穫胡瓜が高温状態にならな

いためにも直射日光の当たらない涼しい場所での保管をお願いします。

　整枝作業につきましては、混み合っている所を中心に行い、枝の間隔をすかして風通しのよい樹にし

てください。また、肥料の消耗が激しく液肥だけでは不足する場合がありますので、葉面散布等でしっ

かり補ってください。

　作終了後は、速やかに蒸し込みを行い、完全に枯らした状態で片づけを行うようにして下さい。また、

ハウス内で病害虫の発生が見られる場合は、絶対にハウス外に持ち出さないようにして下さい。ハウス

内外に雑草がある場合は、虫の逃げ場所や隠れ家となってしまい次の作に持ち越す可能性があるため、

しっかりと除草・抑草に努めてください。

●抑制栽培について

　抑制胡瓜につきましては早い方で８月下旬から定植が始まります。定植前の圃場への潅水は、１回で

は不足している可能性があるため、２～３回は行っておくと安心です。

　定植後は、高温乾燥による苗の萎れや活着不良が考えられますので、活着するまでは鉢土が乾かない

ように注意しましょう。日中の萎れが激しい時は葉水で水分の補給を行いますが、それでも追い付かな

い場合はハウス内の湿度確保を行い、蒸散抑制剤（プロテックα 500 ～ 1000 倍）をうまく活用し萎れ

防止に努めましょう。

●促成栽培について

　促成胡瓜につきましては、９月下旬から定植が始まります。定植すぐの胡瓜がまだ小さい段階での萎

れは禁物です。春先に急に萎れて枯れるチローシス（導管閉塞）は、胡瓜がまだ小さい時期に萎れてし

まうことで導管内の細胞がはみ出てきてしまい水の通り道を狭めてしまうことが発生要因の１つともい

われています。その影響を蒸散量の多くなる春先に受け、必要な水分量を賄えず萎れてしまうと考えら

れています。春先の萎れの発生をなるべく少なくするためにも水管理には十分に気を付けていただき、

定植前の圃場への潅水をしっかり行ってください。

　また、圃場の準備遅れによる定植遅れが無いよう計画的に作業を行ってください。

●病害虫対策について

　定植前に、ハウス内を見回り防虫ネットや被覆に破れがないか確認を行ってください。今は小さな破

れでも次の作終了時には大きな破れになっていることが考えられますので見落としの無いよう補修をお

願いします。また、事前にホリバ―等の粘着板の設置も行っておきましょう。定植後は、初期防除の農

薬ローテーションを参考にスリップスの徹底防除をお願いします。もし、ハウス内に感染が疑わしい株

を発見した場合は、すぐに抜根してください。判断が難しい場合は調べることができますので生産指導

課までお願いします。

　また、９月中旬頃より普通期の刈り取りが始まります。それに伴い、虫の飛び込みの可能性も増える

時期であります。自分の圃場の周辺で刈り取りがあったあとは、しっかりと殺虫剤の散布をお願いしま

す。

　生育初期の黄化えその発生を最小限に抑えられるようにしましょう。

●夏秋胡瓜の黄化えそ対策

・圃場内外の除草管理を徹底しましょう。

・胡瓜残渣をハウス外に置く際は確実な蒸し込み管理と、露地胡瓜の場合は速やかな残渣のすき込みを

行ってください。

・ハウス内の害虫密度を増やさないように、定期的な防除のローテーションをお願いします。

きゅうりの管理について
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　昼夜を通し、平年より気温の高い状態が続いております。
　現在収穫や生育中、今からの品目への作付けにも影響が出ており、対応が大変な事と思います。
　極端に偏った天候が常態化し、年々管理作業が難しくなっていることを感じます。高温、乾燥時の害
虫対策や灌（散）水による十分な土壌水分の確保、大雨・台風時の圃場の排水対策等、よりこまめな管
理が求められています。
　秋冬作の作付けが始まっています。秋冬作の作物は播種日や定植日がずれると出荷計画がずれてくる
品目もありますので、播種日や定植日を守り、適期収穫に努めて下さい。
　暑い日が続きます。体調に留意して作業を行って下さい。

これからの管理

　最初の土寄せ・追肥を行った後、20 ～ 30 日間隔を目安に除草・土寄せを行い、軟白部分の確保に努

めて下さい。

　暑い時期で草勢が低下しています。一度に多くの土寄せは避けて下さい。暑さの厳しい間は手間がか

かりますが、寄せる土の量を少なめに行うことをお勧めします。

　寄せる土の量が不足しても、軟白部分が伸びず、収穫の遅れに繋がります。涼しくなり始めたら、１

回あたり５～７cm、襟首（芯の部分）より２cm 下を目安に土寄せを行いましょう。

　追肥は、生育状況を見て行います。有機肥料の肥効期間は 30 ～ 50 日間です。気温が下がると軟白し

にくくなりますので気温の高い時期になるべく土寄せ行い、軟白部分の確保を意識した管理に努めて下

さい。

　雨後は草勢が低下し、病気の被害が出易くなります。天候の回復後、作物活性剤の葉面散布等を行い、

草勢の回復に努めましょう。

　高温乾燥期の播種です。播種前の水分が少ないと、発芽不良や生育の不揃いにつながりますので、播

種前の土壌水分は十分に確保して下さい。乾燥状態が続けば発芽時のヨトウムシによる食害も予想され

ます。農薬の使用はできませんので、圃場周辺の環境整備等予防を重点に行って下さい。

　８月上～中旬播種は間引き・除草に重点をおいて下さい。秀品率を上げるための重要な作業ですので、

必ず行って下さい。

　最終間引きは株間８～ 10 ㎝です。

　近年の降雨は短時間に多量の傾向になっています。圃場内での長時間の水の滞留は発芽直後では奇形

や立ち枯れ、収穫間際ではの圃場内での腐敗等の原因になります。

　排水良好な圃場の選定、排水溝・排水口を設置し、圃場表面に長時間水が溜まらない対策を行って下

さい。

　石川早生は収穫が遅くなると芋の肥大による養分の競合が起き、水晶芋（煮えない芋）や品質低下（割

れなど）につながります。適期収穫を心掛けて下さい。

　水晶芋の発生が多いとクレームの原因になりますので、子芋（出荷Ａ品のもの）の試食を行い、各自

で水晶芋の発生を確認して下さい。

　疫病の発生・拡大が課題になっています。収穫も始まっています。

今後の拡大抑制と次期作での発生抑制の為にも重要な事ですので以下の対策を参考にこれからの対処を

確実にお願いします。

１．収穫時、トラクターや堀取機によっても菌を周囲に広げる危険性があるので、発生が確認された圃

場は最後に収穫するとともに、発生箇所は最後に収穫する。

２．収穫後、堀取機やトラクターは可能な限りその場で洗浄し、ケミクロン G（5,000 倍）を噴霧するか、

エタノール（50 ～ 70%）を噴霧する。

　　どちらも使えない場合は水道水で充分洗浄する。

３．収穫後、圃場を見て回り、罹病芋や茎葉は、圃場より持ち出し適正に処理する。

露地野菜生産者のみなさまへ

白ねぎ

里　　芋

人　　参
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【病害虫防除】

　高温・乾燥が続くとアブラムシ、スリップス、ダニ、ヨトウムシ等が発生します。予防策を十分に行って下さい。

　１回の降雨量が多く、排水対策は行っているが不十分な圃場が見られます。長時間の湛水状態は品質の低下

や収穫や出荷後の腐敗品の増加につながります。雨量の多い時には圃場の排水状況の確認など排水に注意して

下さい。

○アブラムシ

　～シルバーテープの設置（反射する光を嫌い、寄生が抑制される）。

　※作物に近い位置の設置が効果的です。

○ヨトウムシ

　～フェロモントラップの設置（雄成虫の捕獲により繁殖を抑える）。

○ダニ・スリップス

　～葉や茎に寄生します。草勢が良くごくわずかな発生なら生育への影響は少ないと考えられますが、増殖が

早いので多発後の対応は困難となります。

○コナガ類

　～粘着シートを使用し、誘引捕殺して下さい。作物に近い位置に設置すると効果的です。

栽培管理記録簿の提出の徹底のお願い

栽培管理記録簿の提出遅れや未提出が増えています。産直ならび外販へ出荷される方は、出荷 1週間前を目

安に提出をお願いします。

　用紙は生産指導課にも準備しています。必要な方は、事務所まで取りにお願いします。

　　

土壌分析を実施しましょう

　土壌の状態を確認するために、土壌分析を行って下さい。作物の生育が思わしくない圃場は特に実施をお勧

めします。

　土壌中に残っている肥料を確認し、適切な施肥を行いましょう。養分の過不足やバランスの崩れは生育障害

や病害虫の発生の要因にもなりますので、分析を行ってからの施肥を心がけましょう。

　また、近年肥料をはじめ農業資材の価格も高騰しています。土壌分析を行うことで、過剰な肥料の施用を抑

えることができ、肥料費の削減に繋がることも考えられます。経費削減の取り組みとしても土壌分析の結果を

を活用して頂きたいと思います。

　分析は、現在外部に委託しており、発送日も決まっているので、結果が出るまで時間がかかります（最低２

週間程度）。次作の準備期間を考慮し、早めに提出をお願いします。詳しいことは開発センター、または生産指

導課までお問い合わせ下さい。

連絡先・・・77‐2241（生産指導課）
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